
豊
臣
秀
吉
の
命
じ
た
太
閤
検
地
・
刀
狩
令
・
人
掃
令
等
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
兵
農
分
離
制
が
成
立
し
、
近
世
社
会
の
基
本
的
原
理
の
一

つ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
国
史
大
辞
典

で
も
、
兵
農
の
階
級
区
分
は
国
家
的
規
模
で
身
分
差
別
と
し
て
固
定
さ
れ
、
武
士

は
商
人
・
職
人
と
と
も
に
都
市
に
居
住
し
、
生
産
に
は
携
わ
ら
ず
統
治
に
専
念
し
、
農
民
は
村
に
住
み
、
武
具
を
持
た
ず
耕
作
と
貢
納
の
義

務
を
負
う
と
い
う
、
兵
農
分
離
の
社
会
体
制
が
確
立
し
た
（

）

と
記
す
よ
う
に
、
社
会
の
体
制
と
し
て
兵
農
分
離
に
よ
り
武
士
は
都
市
に
居
住

し
、
政
治
の
み
を
担
当
し
、
基
本
的
に
生
産
活
動
に
は
従
事
し
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
下
級
家
臣
な
ど
は
小
禄
の
た
め
生
活
が
苦
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
計
補
助
と
し
て
農
耕
を
行
う
こ
と
は
諸
藩
で
広
く
み
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
奥
羽
諸
藩
で
は
弘
前
藩
、
米
沢
藩
、
相
馬
藩

（

）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

庄
内
藩
（
酒
井
家
）
家
臣
の
農
耕
に
つ
い
て
は
、
下
級
家
臣
の
場
合
は
当
然
行
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
は
さ
れ
る
も
の
の
（

）
、
具
体
的
に
検

討
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
実
際
的
に
は
全
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
庄
内
藩
の
場
合
、
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
は
、
下
級
家
臣
ば
か
り
で
は
な
く
、
知
行
取
で
あ
る
御
家
中
の
士
も
田
地
を
所

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作



（ ）

持
し
て
農
耕
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
御
家
中
の
士
を
中
心
に
庄
内
藩
家
臣
の
土
地
保
有
と
そ
の
耕
作
に
つ
い
て
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

庄
内
藩
で
は
、
草
創
期
に
は
地
方
知
行
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
合
せ
て
も
高
三
三

石
余
と
極
く
一
部
で
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
す
で
に
初

期
か
ら
基
本
的
に
蔵
米
知
行
制
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（

）
。
こ
の
地
方
知
行
高
三
三

石
余
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）

八
月
に
庄
内
藩
領
の
町
村
数
・
家
数
な
ど
を
改
め
た
時
の
記
録
（

）
に
、

高
合
拾
七
万
八
千
四
百
七
拾
五
石
七
斗
四
升
三
合

内
三
百
弐
拾
九
石
壱
斗
弐
升
弐
合

御
家
中
江
被
下
、
面
々
手
作
仕
納
候
新
田
之
分

と
あ
る
こ
と
な
ど
を
承
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
推
測
が
正
し
い
と
し
て
、
数
値
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
御
家
中
の
士
が

手
作
地
と
し
て
耕
作
し
て
い
る
分
の
高
の
こ
と
で
あ
り
、
地
方
知
行
と
は
別
の
内
容
で
あ
る
。
ま
し
て
、
必
ず
し
も
地
方
知
行
地
全
体
を
指

す
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
地
方
知
行
の
実
施
程
度
を
云
々
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と

い
え
る
。
筆
者
は
庄
内
藩
で
も
初
代
藩
主
酒
井
忠
勝
の
代
に
は
、
か
な
り
広
汎
に
地
方
知
行
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
本

稿
は
地
方
知
行
を
取
扱
う
も
の
で
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
先
に
掲
げ
た
高
三
二
九
石
一
斗
余
を
御
家
中
の
士
の
手
作
地
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
前
期
の
庄
内
藩
で
は
、

知
行
取
で
あ
る
御
家
中
の
士
ま
で
も
が
田
地
の
耕
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
あ
る
時
期
に
藩
の
公
認
の
も
と
に
御
家
中
の
士

が
手
作
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
鶴
岡
・
酒
田
両
城
下
の
近
郊
の
村
々
の
村
高
の
一
部
に
後
々
ま
で

御
家
中
作

ら



の
名
称
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
過
去
に
あ
っ
た
す
べ
て
の

御
家
中
作

を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
応
領
内

全
体
に
残
る

御
家
中
作

ら
を
知
る
た
め
に
、
近
世
後
期
の
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
の

郷
村
高
帳
（

）

を
利
用
し
て
み
る
（
表

を
参
照
）。
例
え
ば
、
新
形
村
（
鶴
岡
市
新
形
町
）
の
場
合
、
本
村
分
の
高
と
は
別
に

一
高
弐
拾
八
石
四
斗
五
升
九
合
九
勺

同
所
家
中
作

一
高
四
石
四
斗
九
升
九
合

同
所
乙
坂
作

と
い
う
よ
う
に
、
高
二
十
八
石
四
斗
余
の

家
中
作

と
高
四
石
四
斗
余
の

乙
坂
作

と
い
う
高
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
と
も

と
家
中
作
は
御
家
中
の
士
が
田
地
を
手
作
し
て
い
た
地
所
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

乙
坂
作
、
大
津
作
、
原
新
左

衛
門
作

の
よ
う
に
固
有
名
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
分
は
、
お
そ
ら
く
合
わ
せ
る
と
一
家
で
か
な
り
手
広
く
手
作
し
て
い
る
場
合
と
み
ら
れ
る
（

）
。

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作

そ
れ
に
対
し
、
単
に

家
中
作

と
あ
る
の
は
、
数
人
か
そ
れ
以
上
の
御
家
中
が
小
規
模
に
耕
作
し
て
い
る
分
を
ま
と
め
て
称
し
て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
固
有
名
詞
の
付
い
た
も
の
も
広
義
の

家
中
作

と
み
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
給
人
作

は
下
級
家

臣
の
手
作
地
、
ま
た
酒
田
郊
外
の
大
町
村
に
設
定
さ
れ
て
い
た

馬
上
衆
作
、
同
心
衆
作
、
中
間
作

は
酒
田
に
あ
っ
た
支
城
亀
ヶ
崎

城
や
酒
田
町
奉
行
所
に
勤
務
し
て
い
た
御
家
中
、
同
心
、
中
間
ら
の
手
作
地
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

表

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
は
城
下
鶴
ケ
岡
の
近
郊
一

カ
村
と
酒
田
郊
外
の
大
町
村
に

御
家
中
作
、
給

人
作

ら
家
臣
の
手
作
地
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に

御
家
中
作

が
多
か
っ
た
の
は
鶴
岡
の
西
北
郊
に
位
置
す
る
京

田
通
の
村
々
で
あ
っ
た
。
な
お
、
次
に
出
て
く
る
猪
子
村
の
よ
う
に
表

に
載
っ
て
い
な
い
分
も
あ
る
の
で
、
近
世
前
期
に
は

御
家
中
作

は
も
っ
と
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

表

は
、
表

に
出
て
い
た
京
田
通
の
五
カ
村
に
設
定
さ
れ
て
い
た

御
家
中
作

の
高
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
大
宝
寺
村

（
鶴
岡
市
大
宝
寺
町
）
で
の

原
新
左
衛
門
作

が
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
高
入
れ
で
あ
る
（

）
こ
と
を
例
外
に
し
て
、
乙
坂
作

を

含
め
て
の
他
の

御
家
中
作

は
い
ず
れ
も
寛
永
十
六
年
ま
で
に
高
入
れ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
京
田
通
で
は
基
本
的
に

御
家
中
作



（ ）

が
庄
内
藩
初
期
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
安
元
年
（
一

六
四
八
）、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
と
時

代
が
下
る
と
と
も
に
、
高
が
減
じ
て
い
っ
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
中
頃
に
は
手

作
地
を
狭
め
た
り
手
作
を
中
止
し
た
り
す
る

御
家
中
が
結
構
い
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

御
家
中
作

は
、
お
そ
ら
く
家
中
の
士

が
自
分
の
手
で
田
地
を
開
発
し
た
も
の
で
、

そ
れ
を
知
行
地
と
し
て
支
配
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
自
ら
手
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

村 名 名 称 高

下大宝寺 御 家 中 作

乙 坂 作

原新左衛門作

新 形 御 家 中 作

乙 坂 作

西 京 田 乙 坂 作

高 田 麦 乙 坂 作

林 崎 乙 坂 作

阿部興屋 大 津 作

八 日 町 御 家 中 作

給 人 作

柳 田 給 人 作

新 町 給 人 作

嶋 御 家 中 作

大 町 馬 上 衆 作

同 心 衆 作

中 間 作

計

注 天保 年 月 郷村高帳 （ 冊、致道博
物館酒井家文書）による。
大組頭興 を除く。

そ
の
点
は
、
例
え
ば
、
猪
子
村
（
三
川
町
）
の

御
家
中
作

は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
土
目
録
で
は
、
荒
地
の
分
を
除
き
、

内
弐
拾
五
石
壱
斗
三
升
五
合
三
勺

安
部
三
郎
兵
衛
御
手
前
江
納

同
八
拾
壱
石
四
斗
三
升
弐
合
四
勺

石
原
源

（
弥
）

五
左
衛
門
手
（
御
）

前
江
納

と
あ
り
（

）
、
安
（
阿
）

部
・
石
原
両
人
は
手
作
す
る
と
と
も
に
、
収
穫
物
の
う
ち
年
貢
米
の
分
は
自
分
の
方
に
取
納
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、

地
方
知
行
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、
右
の
う
ち
安
部
三
郎
兵
衛
の
分
に
つ
い
て
、

高
三
拾
九
石
四
斗
三
升
七
合
三
勺

戌

安
部
三
郎
兵
衛
上
リ
知
高
入

と
あ
り
、
上
リ
知
高

に
な
っ
た
と
す
る
の
で
、
改
め
て
安
部
三
郎
兵
衛
が
地
方
知
行
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
初
代
藩
主
酒
井

忠
勝
の
晩
年
に
起
っ
た
御
家
騒
動
（
酒
井
長
門
守
一
件
）
に
関
っ
て
、
脱
藩
し
た
と
し
て
正
保
三
戌
年
（
一
六
四
六
）
九
月
に
大
津
（
滋

石



賀
県
）
で
上
意
討
ち
と
な
っ
た
阿
部
三
郎
兵
衛
（
知
行
一
五

石
（

）
）
が
知
行

の
一
部
を
猪
子
村
で
地
方
知
行
し
、
か
つ
手
作
し
て
い
た
が
、
そ
の
分
が
上

知
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
因
に
、
猪
子
村
に
あ
っ
た
石
原
家
の
地
方
知

行
地
は
幕
末
ま
で
存
続
し
た

（

）
。

御
家
中
作

は
本
来
、
家
中
の
士
が
藩
の
許
可
を
受
け
て
新
田
を
開
発

し
、
そ
の
ま
ま
地
方
知
行
と
し
つ
つ
手
作
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
が
、
正
保
四
年
十
月
に
藩
主
酒
井
忠
勝
が
死
去
し
、
二
代
酒
井

忠
当
が
家
督
相
続
す
る
が
、
そ
の
頃
ま
で
に
お
そ
ら
く
庄
内
藩
で
は
基
本
的

に
地
方
知
行
を
中
止
し
、
蔵
米
知
行
制
に
移
行
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ

の
こ
と
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
丑
三
月
の
京
田
通
の

子
之
御
成
ケ
納

方
土
目
録
（

）

で
、
例
え
ば
、
御
家
中
作

の
場
合
で
も
、

高
四
拾
弐
石
壱
斗
七
升
四
合

新
形
村

御
家
中
作

取
米
拾
弐
石
六
斗
五
升
弐
合
弐
勺

子
ノ
免
三
ツ

外
壱
分
肝
煎
給

口
米
五
斗
六
合
壱
勺

本
口
合
拾
三
石
壱
斗
五
升
八
合
三
勺

御
蔵
納

と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
年
貢
は

御
蔵
納

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

藩
の
代
官
ら
の
支
配
の
も
と
に
年
貢
は
す
べ
て
藩
の
米
蔵
に
納
入
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
。
新
形
村
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

御
家
中
作

が

御

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作

村名 名称 寛永 慶安 寛文 天保

下大宝寺

御 家 中 作

乙 坂 作

原新左衛門作

新 形
御 家 中 作

乙 坂 作

西 京 田 乙 坂 作

高 田 麦 乙 坂 作

猪 子

御 家 中 作 ？ ？ 記なし

安部三郎兵衛 （正保 年上知）

内 石原弥五左衛門 ？ （ ）

荒 地 ？ ？ ？

（注）寛永 年・寛文 年は 羽州庄内故事録 巻七付録、慶安元年は慶安 年 月 子之御
成ケ納方土目録 （羽根田家文書）、天保 年は同年 月 郷村高帳 （致道博物館酒井
家文書 による。

石 石 石 石



（ ）

蔵
納

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
原
則
と
し
て

御
家
中
作

は
地
方
知
行
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
一
律
に
代
官
た
ち
の
支
配
下
に

置
か
れ
て
、
年
貢
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
御
家
中
作

の
地
で
御
家
中
の
士
が
手
作
し
て
い
た
と
し
て
も
、

す
で
に
一
般
の
農
民
と
同
様
の
立
場
で
田
地
を
名
請
し
耕
作
し
て
収
穫
物
の
一
部
を
年
貢
と
し
て
藩
に
納
入
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。

冒
頭
の
部
分
で
紹
介
し
た
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
お
け
る
三
二
九
石
余
と
い
う
数
字
は
、
そ
の
時
点
で
の

御
家
中
作

の
高
を
指

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
地
方
知
行
制
が
廃
さ
れ
た
直
後
で
、
こ
の
頃

御
家
中
作

も
減
少
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
御
家
中
の
士
の
手
作
は
こ
の
よ
う
な

御
家
中
作

の
土
地
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
後
述
し
た
い
。

御
家
中
作

は
時
代
と
と
も
に
漸
減
し
つ
つ
も
、
そ
の
名
称
が
幕
末
ま
で
も
存
続
し
た
こ
と
は
表

で
示
し
た
天
保
十
二
年
六
月
の

郷

村
高
帳

の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
御
家
中
作

の
田
地
を
そ
の
後
も
そ
の
ま
ま
御
家
中
の
士
が
手
作
し
た
と

は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
阿
部
興
屋
村
（
鶴
岡
市
福
田
）
に
あ
っ
た

大
津
作

の
土
地
は
阿
部
興
屋
新
田
と
も
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

御
家
中
の
大
津
藤
右
衛
門
家
が
開
発
し
た
新
田
で
、
当
初
の
間
は
同
家
の
手
作
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

四
月
の
時
点
で
は
、
大
津
作

は
下
田
の
み
十
四
筆
で
、
反
別
八
反
八
畝
歩
余
・
高
九
石
六
斗
余
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
同
村
の
百
姓
と

み
ら
れ
る
彦
助
と
文
右
衛
門
が
七
筆
ず
つ
で
全
筆
を
名
請
し
て
い
て
（

）
、
大
津
作

の
土
地
は
少
な
く
と
も
大
津
家
の
手
作
地
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

御
家
中
作

の
う
ち
、
乙
坂
作

に
つ
い
て
十
七
世
紀
中
頃
の
様
子
を
示
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み
た
い
。



乙
坂
作

の
地
は
も
と
も
と
御
家
中
の
乙お
つ

坂さ
か

家
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
編
庄
内
人
名
辞
典

に
よ
れ
ば
、
先
祖
の
乙
坂
左

近
は
尾
浦
城
主
（
鶴
岡
市
大
山
）
武
藤
義
氏
配
下
の
地
侍
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
子
乙
坂
讃
岐
は
最
上
義
光
に
仕
え
て
知
行
三
七
五
石
を
与
え

ら
れ
、
田
川
郡
西
京
田
村
（
鶴
岡
市
）
の
う
ち
に
讃
岐
興
屋
を
開
発
し
た
。
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
最
上
家
の
改
易
に
よ
り
酒
井
家
が
入

部
す
る
と
、
知
行
三
七

石
で
仕
え
た
が
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
死
去
し
た
（

）
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
七
月
に
鶴
ヶ
岡
城
の
城
付

米
代
金
八
百
両
を
江
戸
に
運
ぶ
際
に
足
軽
隊
六
組
か
ら
足
軽
二
名
ず
つ
十
二
名
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
乙
坂
讃
岐
組
の
者
も
選
ば
れ

て
い
た
の
で
（

）
、
そ
の
頃
乙
坂
讃
岐
は
物
頭
の
役
に
在
任
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

讃
岐
の
子
が
乙
坂
六
左
衛
門
で
あ
る
。
同
じ
く

新
編
庄
内
人
名
辞
典

で
は
、
六
左
衛
門
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
正
保
二
年
（
一

六
四
五
）
に
讃
岐
の
遺
禄
の
う
ち
三
百
石
を
与
え
ら
れ
て
酒
田
町
奉
行
に
な
っ
た
と
い
う
（

）
。
し
か
し
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
頃
の
も

の
と
み
ら
れ
る

達
三
公
御
代
諸
士
分
限
帳

に
は
、
御
使
番
衆

の
中
に
、
乙
坂
六
左
衛
門
（
高
三
百
石
）
の
名
前
が
あ
る
し
（

）
、
寛
永

二
十
年
五
月
に
、
会
津
藩
加
藤
明
成
が
改
易
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
在
府
中
の
酒
井
忠
勝
が
城
地
受
取
及
び
在
番
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
庄

内
か
ら
も
騎
馬
二
百
騎
が
会
津
に
出
向
い
た
が
、
そ
の
中
に
も
乙
坂
六
左
衛
門
の
名
前
が
あ
る
の
で
（

）
、
寛
永
十
年
代
前
半
に
す
で
に
六
左
衛

門
が
家
督
に
就
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
酒
田
町
奉
行
に
就
任
し
十
八
カ
年
も
在
職
し
た
が
、
寛

文
三
年
（
一
六
六
三
）
十
二
月
に
辞
任
す
る
と
同
時
に
隠
居
し
た
と
い
う
（

）
。
六
左
衛
門
は
隠
居
す
る
と
直
ぐ
に
、
三
男
惣
右
衛
門
を
伴
い
西

京
田
村
の
讃
岐
興
屋
に
住
居
し
た
（

）
。
同
所
に
は
讃
岐
の
代
か
ら
屋
敷
（
代
屋
）
が
置
か
れ
て
農
業
を
行
っ
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
六
左

衛
門
の
後
は
子
の
六
郎
右
衛
門
が
継
い
だ
の
で
あ
り
（
高
三
百
石
）、
寛
文
九
年
八
月
当
時
六
郎
右
衛
門
は
江
戸
詰
番
衆
で
あ
っ
た
が
（

）
、
翌

十
年
正
月
に
は
実
子
甚
太
郎
が
相
続
し
た
（

）
（
高
三
百
石
）。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
九
月
の
時
点
で
鶴
岡
の
大
督
寺
前
に
乙
坂
甚
太
郎
の

屋
敷
が
あ
っ
た
（

）
。
し
か
し
、
同
年
中
に
甚
太
郎
は
継
嗣
が
な
い
ま
ま
死
去
し
た
の
で
、
乙
坂
家
は
断
絶
と
な
っ
た
（

）
。

さ
て
、
十
七
世
紀
中
頃
に

乙
坂
作

は
西
京
田
村
を
は
じ
め
五
カ
村
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
で
合
せ
て
高

一
五

石
余
に
及
ん
で
い
た
（
表

を
参
照
）。

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作



（ ）

慶
安
三
年
と
い
え
ば
、
当
主
の
乙
坂
六
左
衛
門
は
酒
田
町
奉
行
と
し
て
酒
田
に
駐
在
中
の

こ
と
に
な
る
が
、
同
年
二
月
十
日
付
で

乙
坂
作

の
高
が
も
っ
と
も
多
く
存
在
し
た
林
崎

村
で
、
乙
坂
作

の
田
地
の
一
部
を
耕
作
し
て
い
た
農
民
の
彦
右
衛
門
と
い
う
者
が
乙
坂

六
左
衛
門
を
訴
え
る
書
付
を
庄
内
藩
の
郡
奉
行
所
に
提
出
し
た
。
そ
の
訴
状
は
五
カ
条
か
ら

成
っ
て
い
た
が
、
乙
坂
作

の
田
地
に
直
接
関
わ
る
の
は
次
の
三
カ
条
で
あ
る
。

乍
恐
書
付
を
以
申
上
候
事
（

）

（
第
一
条
）

一
、
林
崎
村
分
、
高
百
四
石
七
斗
四
升
ハ
六
左
衛
門
取
分
、
此
出
米
百
弐
拾
九
俵
一
斗
四
升

二
合
御
公
儀
よ
り
之
御
免
ニ
出
申
候
処
、
我
等
共
方
よ
り
ハ
百
八
拾
三
俵
一
斗
御
取
被
成

候
、
其
外
ニ
い
ね

（
稲
）

八
百
束
ほ
と
か
り
申
所
六
左
衛
門
殿
御
手
作
に
被
成
候
、
毎
年
水
損
従

御
公
儀
我
等
共
に
も
被
下
候
処
、
少
も
六
左
衛
門
殿
よ
り
不
被
下
候
間
、
去
年
中
我
等
と

も
水
損
之
儀
被
下
度
と
六
左
衛
門
殿
江
申
上
候
得
共
、
御
合
点
不
被
成
候
間
、
何
と
も
迷

惑
申
候
事

（
第
二
条
）

一
、
此
以
前
さ
ぬ
き

（
讃

岐
）

と
の
御
座
候
時
分
、
本
帳
ニ
被
下
御
年
貢
納
申
候

（
第
四
条
）

一
、
戌
年
迄
ハ
十
二
表
（
俵
）

二
斗
四
升
納
申
候
、
夫
よ
り
後
十
三
表
三
斗
四
升
四
合
納
申
候

彦
右
衛
門
が
訴
え
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
第
一
条
で
は
、
林
崎
村
の

乙

坂
作

は
高
一

四
石
七
斗
四
升
あ
り
、
そ
の
分
と
し
て
庄
内
藩
の
方
に
納
入
す
る
年
貢
は

村 名 高 年貢
免

乙坂作 家中作 本 村

下大宝寺 ツ ツ ツ 分

新 形 ツ 分 ツ ツ 分

西 京 田 ツ 分 厘 ツ 分 厘

高 田 麦 ツ 分 ツ 分

林 崎 ツ 分 ツ 分

計 平均 ツ 分 厘

（注）慶安 年 月 子之御成ケ納方土目録 （大山・羽根田家文書）による、なお、年貢に
は 肝煎壱分給 が含まれている。

石 石



一
二
九
俵
一
斗
四
升
二
合
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
乙
坂
六
左
衛
門
は
稲
八
百
束
刈
（
約
八
反
歩
）
を
手
作
し
て
い
る
も
の
の
、
残
り
は
彦

右
衛
門
ら
に
小
作
に
出
し
、
小
作
料
と
し
て
一
八
三
俵
一
斗
を
六
左
衛
門
の
方
に
納
め
さ
せ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
藩
の
方
か
ら
は
毎
年
水

損
に
よ
る
不
作
引
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
、
乙
坂
家
で
は
小
作
を
し
て
い
る
者
に
対
し
て
不
作
引
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
去
年
に
は
水
損

引
を
認
め
て
ほ
し
い
と
六
左
衛
門
に
願
っ
た
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
通
り
と
す
れ
ば
小
作
人
は
一
般
農
民
に
比
べ
て
極
め
て

不
利
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
の

御
公
儀

と
は
、
幕
府
で
は
な
く
庄
内
藩
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
確
認

し
た
い
の
は
、
乙
坂
作

の
分
に
つ
き
藩
に
年
貢
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
知
行
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
乙
坂
家
と
百
姓

彦
右
衛
門
の
関
係
は
地
頭
と
百
姓
で
は
な
く
、
地
主
と
小
作
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
段
階
の
小
作
制
度
は
名
田
小
作
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
主
に
田
地
持
主
が
手
作
を
行
っ
て
、
手
に
余
る
田
地
を
小
作
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
小
作
人
よ
り
手
作
地
の
労

働
力
も
提
供
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
条
は
、
少
々
説
明
不
足
の
文
章
で
あ
る
が
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
ま
で
の
讃
岐
（
六
左
衛
門
の
父
親
）
の
代
に
は
、
小
作
人
よ

り
小
作
料
と
し
て
の
取
立
は
藩
に
納
入
す
る
年
貢
の
分
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
余
分
な
米
は
取
立
て
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

文
中
に
あ
る

本
帳

と
は
藩
よ
り
下
付
さ
れ
る
年
貢
割
付
の
帳
面
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
た
ぶ
ん
、
讃
岐
の
存
命
中
は
も
っ
と
広
範
に
手

作
を
し
て
い
て
、
小
作
に
貸
し
て
い
た
の
は
限
ら
れ
た
田
地
だ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
条
で
は
、
第
二
条
で
指
摘
し
た
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
記
し
た
も
の
と
い
え
、
彦
右
衛
門
が
乙
坂
家
に
納
め
る
小
作
料
の
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
正
保
三
戌
年
（
一
六
四
六
）
ま
で
は
米
十
二
俵
二
斗
四
升
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
以
後
は
十
三
俵
三
斗
四
升
四
合
で
あ
っ
た
と
す

る
。
一
俵
一
斗
余
が
増
米
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
彦
右
衛
門
の
訴
状
に
対
し
、
二
カ
月
余
り
後
の
四
月
十
四
日
付
で
乙
坂
六
左
衛
門
が
郡
奉
行
所
に
返
答
書
を
提
出
し
た
。
関
係
の
あ

る
個
条
だ
け
を
示
し
て
み
よ
う
。

拙
者
譜
代
之
彦
右
衛
門
指
上
申
目
安
返
答
書
之
事

（

）

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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（
第
一
条
）

一
、
我
等
手
作
所
林
崎
村
分
高
百
四
石
六
斗
四
升
、
出
米
百
弐
拾
九
表
（
俵
）
一
斗
四
升
御
蔵
江
納
、
過
分
之
立
上
仕
候
由
申
上
候
、
某
手
作
所
西

京
田
村
・
高
田
麦
村
・
新
潟
（
形
）

村
・
下
大
宝
寺
村
・
林
崎
村
と
も
五
ケ
村
之
内
、
高
百
五
拾
石
御
座
候
、
西
京
田
村
分
・
新
潟
村
分
も
小
作

ニ
作
ら
せ
申
所
、
林
崎
村
分
之
高
斗
書
上
申
事
相
違
仕
候
、
惣
而
小
作
ニ
作
ら
せ
申
候
ニ
、
所
ニ
よ
り
地
主
之
損
得
有
御
座
事
ニ
而
、
下

大
宝
寺
村
之
畠
な
と
ハ
作
リ
申
も
の
無
御
座
時
者
、
荒
し
不
申
様
ニ
と
存
、
人
ニ
か
し
申
候
而
も
御
年
貢
者
某
納
申
候
、
殊
更
拙
者
ハ
小

物
成
迄
取
不
申
候
得
者
、
酒
田
罷
下
申
以
後
、
林
崎
村
之
も
の
共
望
申
ニ
付
而
、
少
々
立
上
仕
為
作
申
候
、
又
水
損
引
之
事
ハ
拙
者
か
と

や
ニ
四
人
御
座
候
、
何
も
米
壱
表
ツ
ゝ
引
可
申
よ
し
、
拙
者
内
正
助
と
申
者
ニ
申
付
候
、
三
人
者
定
申
通
年
貢
済
申
候
間
壱
表
ツ
ゝ
引
申

候
、
彦
右
衛
門
者
年
貢
・
か
し
物
共
ニ
米
十
四
、
五
俵
か
ゝ
り
申
候
間
、
其
う
ち
ハ
明
不
申
候
よ
し
正
助
申
候
事

（
第
二
条
）

一
、
讃
岐
代
ニ
者
本
帳
ニ
年
貢
納
申
由
申
上
候
、
戌
年

（
正
保
三
）

我
等
代
ニ
取
申
候
者
讃
岐
取
来
候
通
に
御
座
候
事

（
第
四
条
）

一
、
戌
年
迄
ハ
米
拾
弐
表
（
俵
）

二
斗
四
升
納
申
候
を
、
夫
よ
り
後
ハ
取
上
仕
よ
し
申
上
候
、
讃
岐
酉
年

（
正
保
二
）

相
果
申
候
、
戌
年
ま
て
ハ
讃
岐
取
来
申
通

本
表
ニ
て
取
申
候
、
其
後
ハ
算
用
も
六
ケ
敷
存
、
口
米
・
か
や
・
莚
の
代
、
米
迄
も
表
（
俵
）

ニ
な
を
し
、
す
表
に
て
取
申
候
、
其
上
林
崎
村
分

ハ
御
入
国
以
来
二
ツ
五
分
之
取
ニ
被
成
被
下
候
処
迄
、
定
免
四
ツ
五
分
之
村
並
ニ
被
仰
付
候
間
、
少
々
取
上
仕
候
而
も
申
分
有
御
座
間
敷

候
事

右
の
返
答
書
の
各
箇
条
は
い
ず
れ
も
彦
右
衛
門
の
訴
状
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
題
で
彦
右
衛
門
の
こ
と
を

拙
者
譜
代

と
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
彦
右
衛
門
は
林
崎
村
の
小
前
百
姓
と
い
う
の

で
は
な
く
、
乙
坂
家
に

門
屋

と
し
て
以
前
か
ら
従
属
す
る
農
民
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
讃
岐
が

乙
坂
作

の
土
地
を
開

発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
困
窮
農
民
を
永
代
に
買
入
れ
な
ど
し
、
以
来
譜
代
と
し
て
手
作
の
際
の
労
働
力
に
使
用
し
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ



る
。
庄
内
で
は
通
常

名
子

と
称
し
て
い
る
農
民
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
第
一
条
で
は
、
彦
右
衛
門
の
主
張
に
よ
る
と
、
林
崎
村
に

乙
坂
作

が
高
一

四
石
六
斗
四
升
あ
り
、
大
部
分
を
小
作
さ
せ
て
小

作
米
を
取
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
分
の
年
貢
と
し
て
米
一
二
九
俵
一
斗
四
升
を
藩
に
納
入
し
た
う
え
で
、
乙
坂
家
で
は
多
額
の
差
米
を

立

上
米

と
し
て
取
納
め
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
す
る
六
左
衛
門
の
反
論
で
は
、
乙
坂
作

は
林
崎
村
だ
け
で
な
く
、
五
カ
村
で
合
せ

て
高
一
五

石
も
あ
り
、
他
の
村
の
分
も
小
作
さ
せ
て
い
る
の
に
、
彦
右
衛
門
が
林
崎
村
の
こ
と
ば
か
り
記
し
て
い
る
の
は
正
確
で
な
い
。

小
作
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
相
応
の
小
作
米
が
一
様
に
得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
下
大
宝
寺
村
（
鶴
岡
市
大
宝
寺
町
）
の
畑
な

ど
は
小
作
し
た
い
と
す
る
望
み
の
者
が
い
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
耕
作
し
な
い
で
荒
地
に
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
畑
を
貸

し
て
も
、
小
作
米
を
取
立
て
ず
に
そ
の
年
貢
米
は
乙
坂
家
で
出
し
て
納
入
し
て
い
る
。
六
左
衛
門
が
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
酒
田
町
奉

行
に
就
任
し
て
不
在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
崎
村
の
者
た
ち
の
要
望
が
あ
り
、
田
地
を
小
作
に
出
し
て
少
々
小
作
米
を
取
立
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。
乙
坂
家
に
対
し
藩
よ
り
水
損
引
の
分
が
与
え
ら
れ
た
の
に
、
小
作
人
に
対
し
て
水
損
引
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

乙
坂
家
が
所
持
す
る
門
屋
の
者
四
名
が
お
り
、
彼
ら
に
対
し
、
乙
坂
家
の
お
と
な
（
差
配
人
）
で
あ
ろ
う
か
正
助
と
い
う
者
に
命
じ
て
、
い

ず
れ
に
も
米
一
俵
ず
つ
水
損
引
を
与
え
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
四
人
の
門
屋
の
う
ち
三
人
は
定
め
通
り
に
年
貢
を
納
め
た
の
で
米
一
俵

ず
つ
を
引
い
た
が
、
彦
右
衛
門
だ
け
は
年
貢
の
未
納
や
拝
借
な
ど
で
乙
坂
家
か
ら
合
せ
て
米
十
四
、
五
俵
を
借
用
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を

返
済
す
る
ま
で
の
間
は
不
作
引
を
許
さ
な
い
で
い
る
と
す
る
。

第
二
条
で
は
、
彦
右
衛
門
は
讃
岐
の
代
に
は
藩
よ
り
課
さ
れ
る
年
貢
の
通
り
に
小
作
米
を
納
め
さ
せ
た
の
に
、
六
左
衛
門
の
代
に
な
っ
て

も
正
保
三
戌
年
（
一
六
四
六
）
は
讃
岐
の
代
の
通
り
に
し
て
い
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
同
年
ま
で
は
乙
坂
家
で
は
地
主
と
し
て
小
作
人
か
ら

立
上
米

を
取
立
て
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
条
で
は
、
彦
右
衛
門
か
ら
の
小
作
米
は
正
保
三
戌
年
ま
で
は
米
十
二
俵
二
斗
四
升
を
納
め
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
は
増
米
し
た
と
す
る
。

前
年
二
酉
年
に
讃
岐
が
死
去
し
た
も
の
の
、
同
三
戌
年
ま
で
は
讃
岐
が
取
立
て
て
い
た
よ
う
に
本
年
貢
の
分
ば
か
り
取
立
て
て
き
た
が
、
そ

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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の
後
口
米
は
も
ち
ろ
ん
、
萱
・
莚
な
ど
の
小
物
成
も
米
で
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
理
由
と
し
て
庄
内
藩
は
当
初
か
ら
長
い
間
林
崎
村

の

乙
坂
作

の
分
の
免
を
二
ツ
五
分
で
年
貢
を
取
立
て
て
来
た
の
に
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
分
か
ら
と
み
ら
れ
る
が
、
本
村
並
に

定
免
四
ツ
五
分
に
引
上
げ
た
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
乙
坂
家
で
も
少
々
小
作
米
を
増
米
し
た
と
す
る
。

右
の
よ
う
な
訴
状
及
び
返
答
書
に
よ
っ
て
、
乙
坂
家
は
少
な
く
と
も
讃
岐
が
隠
居
し
讃
岐
興
屋
に
退
隠
し
て
か
ら
は
、
自
己
の
開
発
地
を

主
と
し
て
手
作
り
し
、
残
り
の
手
余
り
地
と
な
る
分
を
門
屋
の
者
を
中
心
に
小
作
に
出
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
讃
岐
が
死
去

し
た
う
え
、
当
主
六
左
衛
門
が
酒
田
町
奉
行
と
し
て
酒
田
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
手
作
の
分
を
大
幅
に
縮
小
し
、
多
く
を
小
作
地
と

し
て
門
屋
や
一
般
農
民
に
小
作
さ
せ
、
小
作
米
を
取
立
て
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
訴
訟
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
。

因
に
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
の

林
崎
村
乙
坂
作
水
帳
（

）

で
は
田
地
の
地
名
（
小
字
）
に
は
人
名
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多

い
。
以
前
そ
れ
ぞ
れ
の
田
地
を
耕
作
し
て
い
た
者
の
名
前
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
、
地
名
に
付
さ
れ
た
名
前
を
あ
げ
れ
ば
次
の
六
人
で

あ
る
。助

左
衛
門
、
弥
右
衛
門
、
庄
助
、
二
郎
左
衛
門
、
源
右
衛
門
、
源
七

こ
の
う
ち
助
左
衛
門
・
二
郎
左
衛
門
の
両
人
は
寛
文
九
年
の
林
崎
村
本
村

（

）
分
の
水
帳
に
田
地
を
名
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
村
百
姓
と

判
断
さ
れ
る
の
で
、
残
る
四
人
が
乙
坂
家
の

門
屋

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
庄
助
は
先
の
六
左
衛
門
の
返
答
書
に
出
て
き
て

差

配
人

と
推
測
し
た
正
助
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
訴
え
た
彦
右
衛
門
は
金
七
と
い
う
家
の

後
夫

で
あ
っ
た
（

）
。
金
七
と
は
右
に
出
て
く
る

源
七
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
新
編
庄
内
人
名
辞
典

で
は
、
乙
坂
六
左
衛
門
の
知
行
三
百
石
の
う
ち
、
一
五

石
は
西
京
田
・
高
田
麦
・
新
形
・
大
宝

寺
・
林
崎
の
五
か
村
に
所
有
し
、
地
方
知
行
の
例
外
と
な
る
（

）

と
し
て
、
当
時
庄
内
藩
は
蔵
米
知
行
を
基
本
と
し
て
い
た
も
の
の
、
乙
坂
六

左
衛
門
が
知
行
の
う
ち
高
一
五

石
を
地
方
知
行
し
て
い
た
の
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た

山
形
県
史

で
は
、
庄
内
で

は
地
方
知
行
に
お
け
る
地
頭
と
農
民
の
紛
争
は
少
な
く
、
慶
安
三
年
（
一
六
五

）
の
乙
坂
六
左
衛
門
の
知
行
地
林
崎
村
の
彦
右
衛
門
の
事



件
が
唯
一
で
あ
っ
た
と
す
る
（

）
。

両
書
と
も
乙
坂
家
は
林
崎
村
な
ど
五
カ
村
で
所
持
し
て
い
た
高
一
五

石
の
地
を
地
方
知
行
し
て
い
た
と
み
て
い
る
（

）
。
し
か
し
、
先
の
乙

坂
六
左
衛
門
の
返
答
書
、
特
に
第
四
条
の
記
述
が
大
体
事
実
を
記
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
庄
内
藩
が
発
足
し
た
当
初
は
と
も
か
く
、
そ

の
後
は
少
な
く
と
も
林
崎
村
の

乙
坂
作

分
の
年
貢
を
免
二
ツ
五
分
と
い
う
低
免
な
が
ら
、
乙
坂
家
で
は
庄
内
藩
に
年
々
納
入
し
て
い
た

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
中
頃
に
は
こ
の

乙
坂
作

を
同
家
が
地
方
知
行
す
る
土
地
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
林
崎
村
以
外
の
四
カ
村
の

乙
坂
作

で
も
慶
安
元
年
に
は
や
は
り
藩
の
定
め
た
免
の
も
と
に
年
貢
を
納
入
し
て

い
る
こ
と
か
ら
（
表

を
参
照
）、
乙
坂
家
が
五
カ
村
に
持
つ
高
一
五

石
の
土
地
は
地
方
知
行
と
し
て
で
は
な
く
、
農
民
な
ど
と
同
次
元

で
名
請
地
と
し
て
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
乙
坂
六
左
衛
門
と
彦
右
衛
門
の
紛
争
を
地
頭
と
知
行
地
農
民
の
も
の

と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
開
発
地
主
と
小
作
人
の
紛
争
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
出
の
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
の

林
崎
村
乙
坂
作
水
帳

で
は
、
合
せ
て
田
畑
一

町
六
反
四
畝
十
八
歩
、
分
米
合
一

九
石

六
斗
八
升
四
合
七
勺
で
あ
っ
た
が
、
全
筆
が

乙
坂
六
郎
右
衛
門
内

名
兵
衛

の
名
前
で
名
請
さ
れ
て
い
た
。
当
主
六
郎
右
衛
門
は
江
戸

勤
番
中
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
手
作
の
分
を
含
め
て
名
兵
衛
と
い
う
者
に
田
地
を
差
配
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
同
年
の

高
田
麦
村
水
帳
（

）

で
は

乙
坂
作

に
あ
た
る
四
筆
の
田
畑
四
反
六
畝
十
一
歩
・
高
五
石
五
斗
七
升
の
分
は
い

ず
れ
も
讃
岐
の
名
前
で
名
請
さ
れ
て
い
た
。

乙
坂
家
は
六
郎
右
衛
門
の
子
甚
太
郎
の
代
に
継
嗣
な
く
病
死
し
た
の
で
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
断
絶
し
た
。
甚
太
郎
の
叔
父
で
あ
る

惣
右
衛
門
（
六
左
衛
門
三
男
）
は
そ
の
後
も
西
京
田
村
の
讃
岐
興
屋
に
住
ま
い
し
て
い
て
、
断
絶
後
に
藩
の
方
に
家
臣
と
し
て
召
出
し
て
く

れ
る
よ
う
に
出
願
し
て
い
た
が
、
果
さ
れ
な
か
っ
た
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
八
月
、
惣
右
衛
門
は
五
十
才
に
な
っ
て
い
て
、
二
人
の
伜

も
い
た
こ
と
で
、
改
め
て
召
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
再
願
し
た
が

（

）
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
惣
右
衛
門
父
子
は
あ
る
い
は

右
の
よ
う
な

讃
岐

名
義
の
田
地
を
引
続
き
手
作
し
て
い
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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庄
内
藩
の
藩
士
の
開
発
地
は

御
家
中
作

の
田
地
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
彼
ら
の
農
地
に
対
す
る
関
係
も
ま
た

御
家

中
作

な
ど
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
村
々
の
田
畑
・
屋
敷
の
所
持
は
村
民
の
所
持
が
基
本
で
あ
る
が
、
村
外
か
ら
の
入
作
も

あ
っ
た
。
そ
の
中
に
農
民
や
町
人
と
並
ん
で
藩
士
と
み
ら
れ
る
名
前
も
み
ら
れ
る
。
名
請
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

早
い
事
例
と
し
て
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の

大
山
村
水
帳
（

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
例
え
ば

舟
山
分

一
下
畠
拾
歩

作
人
吉
田
平
兵
衛

分
米
弐
升

水
帳
ニ
二
郎
右
衛
門

（
六
筆

略
）

高
合
弐
石
三
斗
八
升
壱
合

吉
田
平
兵
衛

と
い
う
よ
う
に
、
藩
士
と
み
ら
れ
る
苗
字
の
付
さ
れ
た
吉
田
平
兵
衛
と
い
う
者
が
百
姓
や
町
人
と
並
ん
で
田
畑
を
名
請
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
吉
田
平
兵
衛
の
ほ
か
に
万
年
五
右
衛
門
、
は
す
ぬ
ま
び
ん
ご
（

）
（
蓮
沼
備
後
カ
）
の
名
前
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
事
例
の
中
で
、

水
帳
ニ
二
郎
右
衛
門

と
あ
る

水
帳

と
は
、
寛
永
十
九
年
よ
り
も
以
前
、
お
そ
ら
く
庄
内
藩
成
立
直
後
の
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

に
行
っ
た
一
斉
検
地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
（
水
帳
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
右
の

二
郎
右
衛
門

の
よ
う
な
形
で
、

元
和
九
年
の
も
の
と
み
ら
れ
る

水
帳

に
は
次
の
よ
う
な
苗
字
を
持
っ
た
者
十
一
名
の
名
前
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

高
山
三
郎
右
衛
門
、
高
力
五
郎
右
衛
門
、
安
為
弥
三
郎
、
吉
田
忠
二
（
次
）

郎
、
吉
川
三
郎
左
衛
門
、
子
引
与
七
郎
、
吉
川
五
郎
左
衛
門
、

須
山
平
左
衛
門
、
舟
山
九
右
衛
門
、
本
田
（
多
）
忠
左
衛
門
、
野
村
又
右
衛
門



少
な
く
と
も
、
高
力
五
郎
右
衛
門
（
知
行
二
百
石
）、
須
山
平
左
衛
門
（
知
行
四
百
石
）、
本
田
忠
左
衛
門
が
庄
内
藩
御
家
中
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
で
（

）
、
残
り
の
数
人
も
家
臣
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

猪
子
村
（
三
川
町
）
で
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
高
入
さ
れ
た
高
二
九
石
九
斗
三
升
五
合
三
勺
の
新
田
は
当
初
伴
治
右
衛
門
新
田
と
称

さ
れ
て
い
た
（

）
の
で
、
藩
士
と
み
ら
れ
る
伴
治
右
衛
門
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
頃
に
は
、

同
（
高
）
三
拾
八
石
九
斗
五
升
六
合
九
勺

伴
野
新
田
同
断

と
あ
り
（

）
、
同
断
と
は
免
除
さ
れ
た

御
役
引

と
い
う
こ
と
で
、
主
に
藩
士
伴
（
野
）
家
が
手
作
し
て
い
た
も
の
の
、
地
方
知
行
地
で
は
な

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
事
実
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の

熊
出
川
用
水
組
合
の
覚
（

）

に
は
、

千
三
拾
弐
石
八
斗

猪
子
村

内
七
拾
九
石
九
斗

石
原
源
（
弥
）

五
右
衛
門
手
作

三
拾
五
石

伴
野
治
左
衛
門
手
作

と
あ
る
。
十
七
世
紀
後
半
の
田
高
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
頃
ま
で
伴
野
家
も
手
作
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

寛
文
二
年
四
月
、
押
切
新
田
村
（
三
川
町
）
大
肝
煎
佐
藤
三
右
衛
門
は
郡
奉
行
所
に
対
し
、
村
内
の
古
荒
場
を
再
開
発
す
る
こ
と
を
申
請

し
て
許
可
さ
れ
た
。
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
次
の
よ
う
な
古
荒
場
三
カ
所
で
あ
っ
た

（

）
。

一
、
高
百
三
拾
石

た
く
み
と
の
古
荒
場

一
、
同
八
拾
石

ひ
と
や
と
の
古
荒
場

一
、
同
四
拾
石

十
右
衛
門
殿
古
荒
場

三
口
高
合
弐
百
五
拾
石

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
頃
の

達
三
公
御
代
諸
士
分
限
帳

に
よ
れ
ば
、
た
く
み

は
知
行
五
百
石
（
無
役
衆
）
の
萩
原
内
匠
、
ひ

と
や

は
知
行
六
百
石
の
阿
部
因
獄
で
、
十
右
衛
門

は
知
行
二
百
石
（
江
戸
御
抱
衆
）
の
平
野
十
右
衛
門
の
こ
と
か
と
推
定
さ
れ
る
。
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い
ず
れ
も
御
家
中
の
士
が
開
発
し
た
田
地
が
そ
の
後
古
荒
場
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
押
切
新
田
村
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
か
ら
の

開
発
と
み
ら
れ
る
の
で
（

）
、
右
の
御
家
中
三
人
の
開
発
も
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
開
発
し
た
田
地
を
地
方
知
行
し
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
も
割
合
短
年
月
で
荒
地
に
帰
し
た
の
は
三
人
の
手
作
地
で
あ
っ
た
た
め
と
判
断
さ
れ
る
。

前
出
の
寛
文
五
年
頃
の

庄
内
高
帳

に
は
、
猪
子
村
の
伴
野
新
田
の
ほ
か
に
も
、
添
川
組
増
川
新
田
村
（
鶴
岡
市
羽
黒
町
）
に
は
、

内
弐
拾
四
石
六
斗
五
合

安
食
七
兵
衛
殿
新
田
無
役

と
あ
り
、
狩
川
組
の
う
ち
に
も
、
生
田
新
田
村
（
庄
内
町
）
は

同
（
内
）

百
八
拾
四
石
七
斗
七
升
七
合
八
勺

奥
山
八
郎
右
衛
門
殿
生
田
新
田

と
あ
る
。
同
組
の
新
（
荒
）

鍋
新
田
村
（
庄
内
町
）
で
は
、

内
六
拾
三
石
六
斗
四
升
七
合
八
勺

午
興
権
左
衛
門
殿
新
田

と
あ
り
、
ま
た
川
北
中
野
新
田
村
（

）
（
酒
田
市
）
の
う
ち
に
は
、

同
（
内
）

四
拾
弐
石
九
斗
五
升
三
合
弐
勺

竹
野
権
（
内
）

太
郎
殿
新
田

と
あ
る
が
、
権
左
衛
門
新
田

は
知
行
八
百
石
の
松
平
権
右
衛
門
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
し
、
竹
内
権
太
郎
は
知
行
千
石
で
あ
っ
た
（

）
よ
う
に
、

右
の
新
田
は
い
ず
れ
も
重
臣
を
含
む
御
家
中
の
士
の
開
発
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
以
前
地
方
知
行
地
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
例
え
ば
、
藤
島
組
の
う
ち
に
、

同
（
内
）

四
拾
六
石
三
斗
六
升

御
役
引

白
井
甚
左
（
五
）

衛
門
手
作

と
か
、
狩
川
組
の
う
ち
に
も
、

同
（
内
）

弐
拾
三
石
四
斗
四
升
壱
合
五
勺

根
（

）
津
孫
四
郎
殿
手
作

と
か
、
下
余
目
組
の
う
ち
広
野
村
（
酒
田
市
）
に
も

同
（
内
）
六
拾
弐
石
五
斗
六
升
六
合
七
勺

酒
田
御
家
中
作

広
野
村



と
か
あ
る
よ
う
に
（

）
、
御
家
中
ら
の
手
作
地
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
城
下
よ
り
数
里
は
離
れ
た
土
地
で
あ
り
、
本
人
が
直
接
耕
作
に
従
事
す
る

こ
と
は
無
理
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
傭
わ
れ
た
農
民
が
耕
作
に
当
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
京
田
組
論
田
村
（
鶴
岡
市
福
田
）
の
水
帳
（

）
に
は
、
百
姓
た
ち
と
並
ん
で
、

下
田
壱
反
八
畝
拾
壱
歩

新
川
二
郎
左
衛
門

下
田
壱
反
壱
畝
拾
八
歩

大
津
藤
右
衛
門

と
藩
士
と
み
ら
れ
る
者
の
名
請
が
み
ら
れ
る
。
新
川
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
津
藤
右
衛
門
家
は
乙
坂
家
と
同
様
に
最
上
家
の
旧
臣
で
庄
内
藩

に
仕
え
た
も
の

（

）
で
（
知
行
二
五

石
）、
御
家
中
作

と
し
て
の

大
津
作

も
所
持
し
て
い
た
家
で
あ
っ
た
。

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
の
林
崎
村
水
帳
（
本
村
分
）
に
は
、
百
姓
た
ち
と
並
ん
で
、
桑
名
助
左
衛
門
、
大
津
藤
右
衛
門
、
白
井
与

三
兵
衛
、
高
橋
忠
右
衛
門
の
名
請
が
み
ら
れ
た
。
四
人
と
も
屋
敷
を
含
む
田
畑
を
所
持
し
て
い
た
が
、
特
に
大
津
は
十
一
筆
、
白
井
は
三
十

九
筆
も
の
田
畑
を
所
持
し
て
い
た
。
白
井
与
三
兵
衛
は
知
行
二
五

石
の
御
家
中
で
も
あ
っ
た
し
（

）
、
高
橋
忠
右
衛
門
は
支
藩
大
山
藩
（
寛
文

九
年
二
月
断
絶
）
の
藩
士
で
あ
っ
た
（

）
。

寛
文
十
年
五
月
に
家
老
末
松
吉
左
衛
門
の
弟
で
物
頭
の
末
松
彦
太
夫
（
知
行
三
百
石
）
父
子
は
、
長
子
佐
十
郎
が
町
人
の
伜
と
喧
嘩
し
た

う
え
逃
げ
帰
っ
た
こ
と
か
ら
、
配
下
の
足
軽
ら
を
率
い
て
数
軒
の
町
家
を
襲
っ
て
、
多
数
の
人
を
殺
傷
す
る
と
い
う
事
件
を
起
し
た
。
父
子

は
切
腹
と
な
っ
た
が
、
彦
太
夫
は
兄
吉
左
衛
門
の
威
を
借
り
て
横
暴
な
振
る
舞
い
が
多
く
、
多
く
の
田
地
を
横
領
し
て
い
た
と
い
う

（

）
。
そ
れ

に
関
し
て
、
同
年
九
月
三
日
付
で
命
じ
ら
れ
た
処
置
の
一
つ
は
、

一
、
彦
大
夫
田
地
方
々
ニ
有
之
由
、
僉
議
仕
、
押
領
之
地
之
分
者
本
主
方
ヘ
返
シ
可
申
事
（

）

と
あ
り
、
押
領
し
た
分
も
含
め
彦
太
夫
が
方
々
に
田
地
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
事
件
の
処
理
に
当
っ
た
大
目
付
高
力

忠
兵
衛
の
手
控
（

）
に
も
、

一
、
彦
大
夫
居
や
し
き
之
裏
の
押
領
地
、
又
方
々
の
田
畑
ノ
押
領
改
メ
申
候
…
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一
、
彦
大
夫
む
り
ニ
新
田
起
し
候
田
と
も
可
有
御
座
候
、
是
ハ
権
左
衛
門
ニ
申
、
其
所
之
大
肝
煎
、
又
小
肝
煎
共
に
僉
議
い
た
さ
せ
、
追
而

可
為
申
上
候
事

一
、
い
な
り

（
稲
荷
）

の
三
郎
左
衛
門
田
ニ
付
而
色
々
六
ケ
敷
事
御
座
候
…
大
肝
煎
に
僉
議
致
さ
せ
三
郎
左
衛
門
処
へ
返
シ
候
田
も
可
有
候

一
、
拝
借
金
、
上
方
買
物
之
代
金
候
ハ
ゝ
家
財
闕
所
ニ
て
上
納
、
町
・
在
郷
に
か
し
物
、
其
外
方
々
に
地
田
地
候
ハ
ゝ
僉
議
仕
、
彦
大
夫
金

ニ
而
買
申
候
か
押
領
之
田
畑
に
無
之
候
ハ
ゝ
闕
所
候
而
売
候
て
少
も
上
納
金
之
た
し
に
可
仕
候
…

と
、
田
地
を
押
領
し
た
り
、
入
会
地
と
な
っ
て
い
る
谷
地
な
ど
を
私
物
化
し
て
新
田
開
発
し
た
り
し
て
い
た
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
金
子
で
買
取
っ
た
分
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
御
家
中
が
田
地
を
所
持
す
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
場
合

問
題
と
な
っ
た
の
は
田
地
の
入
手
の
仕
方
で
あ
っ
た
。

末
松
彦
太
夫
事
件
の
処
理
に
活
躍
し
、
そ
の
功
に
よ
り
郡
代
に
昇
進
し
た
高
力
忠
兵
衛
は
農
政
改
革
を
強
行
し
た
が
、
一
方
で
は
農
村
の

疲
弊
を
、
他
方
で
は
綱
紀
の
紊
乱
を
招
い
て
農
民
の
怨
嗟
の
的
と
な
っ
た

（

）
。

延
宝
五
巳
年
（
一
六
七
七
）
九
月
の
八
組
惣
百
姓
の
名
前
で
高
力
忠
兵
衛
ら
の
農
政
・
行
状
を
告
発
し
た
大
目
付
大
場
宇
右
衛
門
宅
へ
の

訴
状
張
文
の
中
で
、

…
御
百
姓
取
潰
シ
、
其
内
ニ
も
よ
き
田
地
の
分
ハ
忠
兵
衛
殿
お
と
な
権
九
郎
を
買
主
ニ
名
付
、
大
分
ニ
買
せ
申
候
、
卯
の
年
は
横
山
ニ
は

か
り
も
米
百
俵
・
金
八
拾
両
分
末
代
ニ
買
置
申
候

（

）

と
、
新
政

を
行
っ
て
百
姓
を
多
数
取
潰
し
た
う
え
で
、
そ
の
田
地
の
う
ち
良
い
分
を
高
力
忠
兵
衛
が
家
来
の

お
と
な

権
九
郎
を
名

義
に
し
て
買
取
っ
て
い
て
、
延
宝
三
卯
年
に
は
横
山
村
（
三
川
町
）
だ
け
で
も
米
百
俵
と
金
八
十
両
の
分
の
田
地
を
末
代
に
買
取
っ
た
と
す

る
。
高
力
忠
兵
衛
の
苛
政
を
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
来
庄
し
た
幕
府
巡
見
使
に
訴
え
た
藤
島
組
四
ツ
興
屋
村
（
鶴
岡
市
）
の
相
馬
半
兵

衛
の
訴
状
に
も
、

一
、
領
内
百
姓
田
地
を
郡
代
忠
兵
衛
手
始
仕
買
取
、
其
所
ニ
田
屋
を
立
、
過
分
之
手
作
仕
候
を
町
人
商
人
聞
見
、
剰
諸
士
迄
田
地
を
買
取
申



候
ニ
付
、
百
姓
毎
年
滅
亡
之
事

と
、
や
は
り
高
力
忠
兵
衛
が
田
地
を
買
取
り
、
そ
の
所
に
田
屋
（
代
屋
）
を
立
て
、
手
広
に
手
作
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
て
町
人
や
他

国
出
身
の
商
人
ば
か
り
で
な
く
、
藩
士
た
ち
が
や
は
り
田
地
を
買
取
っ
て
い
る
の
で
、
百
姓
所
持
の
田
地
が
少
な
く
な
っ
て
、
一
層
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
な
お
、
田
屋
（
代
屋
）
は

日
本
国
語
大
辞
典

に
よ
れ
ば
、
一
般
的
に
は

田
の
番
を
す
る
た
め
に
建
て

た
小
屋

の
意
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
で
は

居
宅
か
ら
離
れ
た
田
畑
を
持
つ
者
が
泊
り
込
で
耕
作
す
る
た
め
に
建
て
た
家
屋

の
意
で
使

っ
て
い
る
と
す
る
。
近
世
前
期
の
庄
内
で
は
、
後
者
の
意
味
を
主
と
す
る
も
、
前
者
の
意
味
も
加
味
し
た
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
確
か
に
代
屋
と
は
居
宅
か
ら
離
れ
た
所
に
田
畑
を
所
持
す
る
者
が
耕
作
の
便
に
建
て
た
家
屋
で
あ
る
が
、
田
畑
の
所
持
者
が

主
と
し
て
御
家
中
や
富
裕
な
町
人
で
あ
る
た
め
、
自
分
自
身
が
泊
り
込
む
の
で
は
な
く
、
土
地
を
持
た
な
い
農
民
な
ど
を
傭
っ
て
住
み
込
ま

せ
て
耕
作
さ
せ
る
と
共
に
、
田
地
や
作
物
の
番
を
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
合
の
家
屋
は
農
具
な
ど
を
保

管
す
る
作
小
屋
を
少
々
拡
げ
た
程
度
の
粗
末
な
建
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

高
力
忠
兵
衛
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
九
月
に
郷
入
り
の
処
分
を
受
け
て
失
脚
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
所
持
す
る
田
地

（

）
は
、

田
畑
高
三
百
九
拾
弐
石
弐
斗
弐
升
弐
勺

内
百
四
拾
四
石
八
斗
壱
升
八
合
九
勺
ハ

成
田
新
田
村

此
内
拾
九
石
余

猪
子
村
忠
兵
衛
分

此
稲
六
千
四
百
束

同
弐
百
四
拾
七
石
四
斗
壱
合
三
勺

横
山
村

召
使
権
九
郎
分

此
稲
九
千
弐
百
廿
五
束

と
、
成
田
新
田
、
猪
子
、
横
山
の
三
カ
村
（
い
ず
れ
も
三
川
町
）
で
合
せ
て
高
三
九
二
石
余
に
及
ぶ
も
の
で
、
そ
の
う
ち
主
人
高
力
忠
兵
衛

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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の
名
義
分
は
一
四
四
石
で
、
二
四
七
石
余
が
召
使
権
九
郎
の
名
儀
分
に
な
っ
て
い
た
。
忠
兵
衛
は

遺
書

の
中
で
万
一
嫡
子
の
伝
三
郎
に

家
督
相
続
が
許
可
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
成
田
新
田
村
の

た
や
（
代
屋
）
の
地
に
家
を
建
て
て
住
ま
わ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
（

）
。

西
野
村
（
庄
内
町
）
の
伊
藤
彦
右
衛
門
家
の
記
録
に
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
十
一
月
の
こ
と
と
し
て
（

）
、

霜
月
十
七
日
ニ
川
俣
伝
太
郎
殿
御
出
、
与
兵
衛
所
ヘ
水
帳
并
ニ
小
物
成
証
文
二
枚
、
是
ハ
榊
原
六
左
（
右
）

衛
門
様
・
同
筑
右
衛
門
様
よ
り
相
渡

リ
候
証
文
与
兵
衛
所
ヘ
相
渡
ス
、
筑
右
衛
門
様
ヘ
地
所
（
頭
）
付
ハ
寅
ノ
三
月
よ
り
、
六
左
（
右
）
衛
門
様
ヘ
ハ
ひ
の
へ
午
ノ
霜
月
よ
り
地
所
（
頭
）
付
ニ
罷
成

候
と
あ
り
、
下
余
目
組
大
肝
煎
の
川
俣
伝
太
郎
が
西
野
村
肝
煎
与
兵
衛
へ
水
帳
と
小
物
成
証
文
二
枚
を
渡
し
た
が
、
二
枚
の
小
物
成
証
文
は
御

家
中
の
榊
原
六
右
衛
門
（
知
行
三
百
石
）
と
同
姓
筑
右
衛
門
（
同
百
石

（

）
）
よ
り
下
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
六
右
衛
門
は
寛
文
六
午
年
よ
り
、

筑
右
衛
門
は
当
年
延
宝
二
寅
年
よ
り

地
頭

に
な
っ
た
と
す
る
。
庄
内
藩
は
こ
の
時
点
で
は
基
本
的
に
地
方
知
行
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
地
頭

と
は
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
地
方
知
行
地
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
薪
・
藁
・
糠
・
草
な
ど
の
小
物
成
を
取
り
立
て
る
た

め
に
御
家
中
の
者
に
割
当
て
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
小
物
成
所
に
関
し
た
も
の
で
、
村
方
で
は
小
物
成
所
を
村
内
に
有
す
る
御
家
中
の
こ
と

を

地
頭

と
称
し
た
の
で
あ
っ
た
。
右
両
人
の
小
物
成
所
（
の
一
部
）
が
西
野
村
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
三
月
に
西
野
村
分
の
田
地
が
榊
原
筑
右
衛
門
か
ら
酒
田
の
鋳
物
師
国
松
吉
右
衛
門
に
永
代
に
売
渡

さ
れ
た
。

永
代
売
渡
シ
申
田
地
之
事

（

）

一
下
田
弐
町
七
畝
歩

北
割
、
中
割

分
米
弐
拾
弐
石
七
斗
七
升

一
上
田
三
畝
歩

苗
代

分
米
四
斗
五
升



一
居
屋
敷
之
内
三
ツ
壱
ツ

此
代
金
四
拾
弐
両
也

右
之
田
地
永
代
ニ
金
四
拾
弐
両
売
渡
シ
申
所
実
正
也
、
若
此
田
地
ニ
付
自
然
誰
よ
り
如
何
様
之
六
ケ
敷
儀
候
共
、
田
地
売
主
ハ
不
及
申
、

肝
煎
・
組
頭
中
罷
出
致
申
分
、
買
主
方
ヘ
少
も
六
ケ
敷
儀
懸
申
間
敷
候
、
右
之
田
地
永
代
ニ
売
渡
シ
申
、
則
代
金
請
取
違
乱
無
御
座
候
、

居
屋
敷
之
儀
者
全
而
手
前
作
ニ
被
致
時
分
ハ
高
ク
そ
へ
何
時
成
共
相
渡
シ
可
申
候
、
為
其
仍
而
売
券
状
如
件

下
余
目
西
野
新
田
村

天
和
弐
年

売
主

榊
原
筑
右
衛
門

戌
ノ
三
月
十
九
日

肝
煎
与
兵
衛

酒
田
内
匠
町

組
頭
作
右
衛
門

国
松
吉
右
衛
門
殿

居
屋
敷
の
一
部
と
共
に
田
地
二
町
歩
余
を
一
括
し
て
売
渡
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
榊
原
家
が
単
に
小
物
成
所
を
持
つ

地
頭

だ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
西
野
村
に
三
町
歩
以
上
の
田
地
を
所
持
し
て
代
屋
を
構
え
て
手
作
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

宝
永
四
年
（
一
七

七
）
五
月
の
御
家
中
中
村
次
郎
兵
衛
よ
り
藩
主
酒
井
忠
真
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
（

）
に
、
風
聞
に
よ
る
と
し
て
、

一
、
去
年
京
田
組
茨
野
新
田
御
高
三
百
石
程
之
所
開
発
仕
候
節
、
水
野
内
蔵
助
儀
家
来
に
と
ら
せ
候
由
に
て
、
右
之
新
田
地
之
内
弐
町
程
之

所
取
申
候
、
並
御
郡
代
両
人
・
同
所
御
郡
奉
行
・
御
代
官
両
人
何
も
壱
人
に
付
壱
町
程
之
場
所
取
申
候
や
う
に
承
申
候
、
勿
論
御
年
貢
出

形
（
方
）

之
儀
は
相
替
儀
無
御
座
候
得
共
、
少
分
之
儀
な
か
ら
御
百
姓
共
御
手
あ
て
に
は
成
か
ね
可
申
哉
と
奉
存
候

と
、
茨
新
田
村
（
鶴
岡
市
）
の
広
野
谷
地
の
一
部
高
三
百
石
ほ
ど
の
地
を
開
発
し
た
の
に
、
そ
の
際
家
老
水
野
内
蔵
助
は
陪
臣
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
、
家
来
に
と
ら
せ
る
と
し
て
新
田
地
の
う
ち
二
町
歩
ほ
ど
を
取
得
し
た
し
、
郡
代
二
人
や
同
地
を
支
配
す
る
郡
奉
行
一
人
と
代
官
二

人
も
そ
れ
ぞ
れ
一
町
歩
ほ
ど
の
場
所
を
取
得
し
た
。
各
自
が
開
発
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
御
家
中
所
持
の
田
地
か
ら
も
き
ち
ん

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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と
年
貢
を
取
立
て
る
の
で
問
題
は
な
い
が
、
到
底
百
姓
た
ち
の
助
成
に
は
な
り
か
ね
る
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
と
み
ら
れ
る
辰
十
一
月
の
年
貢
取
立
な
ど
に
つ
い
て
の
代
官
ら
の
達
し
書
（

）
に
、

一
御
領
入
作
、
御
家
中
並
御
給
人
・
御
町
他
組
入
作
之
分
…
霜
月
中
無
滞
急
度
取
立
可
申
候

と
、
領
内
他
組
よ
り
の
入
作
や
幕
領
か
ら
の
入
作
、
町
人
ら
の
土
地
所
持
ら
と
並
ん
で
、
御
家
中
や
給
人
（
下
級
藩
士
）
の
田
地
所
持
の
こ

と
を
あ
げ
て
、
十
一
月
中
に
年
貢
を
取
立
て
る
よ
う
に
命
じ
て
お
り
、
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、
近
世
の
半
ば
を
過
ぎ
て
も
藩
士
の
田
地
所

持
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

城
下
鶴
ヶ
岡
の
郊
外
に
位
置
し
た
道
形
村
（
鶴
岡
市
）
は
京
田
組
に
所
属
し
た
が
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
頃
か
ら
開
発
が
始
ま
っ
た

新
田
村
で
あ
っ
た
（

）
。

同
村
で
は
現
存
す
る
水
帳
類
の
中
で
、
寛
文
十
年
（
一
六
七

）
六
月
の

道
方
新
田
村
御
検
地
帳
（

）

が
も
っ
と
も
古
い
。
年
々
の
よ
う

に
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
道
形
村
の
新
田
開
発
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
時
点
で
、
再
検
地
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
検
地
帳
に
名
請

人
と
し
て
載
っ
て
い
る
の
は
、
道
形
村
の
村
民
と
み
ら
れ
る
者
二
十
五
名
、
隣
村
の
大
宝
寺
村
二
名
、
千
原
村
（
鶴
岡
市
茅
原
）
二
十
一
名
、

鶴
ヶ
岡
の
三
日
町
九
名
、
一
日
市
町
一
名
、
そ
の
ほ
か
に
庄
内
藩
士
と
み
ら
れ
る
者
三

名
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
例
え
ば
、

同
所
（
道
方
）

芳
賀
安
右
衛
門
内

中
田
六
畝
九
歩

仁
兵
衛

と
い
う
よ
う
に
、
分
付
記
載
の
よ
う
な
仕
方
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
右
の
う
ち

芳
賀
安
右
衛
門

の
方
は
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
芳



賀
は
知
行
二
五

石
の
御
家
中
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
芳
賀
安
右
衛
門
が
真
の
土
地
所
持
者
で
あ
り
、
仁
兵
衛
は
傭
わ
れ
た
使
用
人
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
水
帳
で
の
こ
の
よ
う
な
記
載
は
前
出
の
林
崎
村
の
よ
う
に
他
村
で
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

あ
ふ
き
田

下
田
壱
反
拾
九
歩

山
下
忠
左
衛
門

の
よ
う
に
、
藩
士
自
身
が
名
請
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
、
芳
賀
安
右
衛
門
な
ど
の
場
合
の
記
載
は
、
藩
士
の
土
地
名
請
に
問
題
が
あ

っ
た
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
分
付
記
載
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

道
形
村
で
の
藩
士
た
ち
が
所
持
す
る
反
別
を
示
し
た
の
が
表

で
あ
る
。
三
町
歩
以
上
が
一
名
、
二
町
歩
台
が
四
名
、
一
町
歩
台
が
六
名
、

五
反
歩
以
上
一
町
歩
未
満
が
六
名
、
五
反
歩
未
満
が
十
三
名
で
あ
っ
た
。
最
高
の
伴
久
三
郎
は
下
級
藩
士
と
み
ら
れ
る
。
自
分
の
名
前
だ
け

で
名
請
し
て
お
り
、
か
つ
一
反
一
畝
歩
余
の
広
い
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
の
で
、
あ
る
い
は
道
形
村
に
居
住
し
て
い
て
、
か
な
り
手
広
く
手

作
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
二
町
二
畝
歩
余
を
所
持
す
る
山
下
忠
左
衛
門
も
一
反
三
畝
歩
余
の
広
い
屋
敷
を
所
持
し
て
お
り
、
同
様

の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

一
町
歩
以
上
の
田
地
所
持
の
う
ち
、
分
付
記
載
の
よ
う
な
形
で
名
請
し
て
い
て
、
中
で
も
屋
敷
を
所
持
す
る
五
名
は
傭
っ
た
農
民
ら
を
使

用
し
て
手
作
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
屋
敷
の
う
ち
に
農
民
た
ち
が
住
居
で
き
る
よ
う
な
代
屋
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
治
年
間

の
頃
に
越
後
・
村
上
領
の
領
民
が
多
数
庄
内
に
欠
落
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
万
治
元
戌
年
（
一
六
五
八
）
に
欠
落
し
た
笹
川
村
（
山
北
町
）

の
弥
蔵
一
家
が
い
た
。
弥
蔵
は
庄
内
で
は
孫
十
郎
と
改
名
し
て
い
た

（

）
が
、
そ
の
後
の
孫
十
郎
家
に
つ
い
て
道
形
村
肝
煎
与
右
衛
門
が
寛
文
三

年
（
一
六
六
三
）
二
月
に
次
の
よ
う
に
郡
奉
行
所
に
報
告
し
た
（

）
。

…
右
者
狩
川
村
ニ
罷
在
候
ヲ
肝
煎
才
覚
を
以
、
亥
ノ
春
中
よ
り
道
形
新
田
権
右
衛
門
殿
代
家
ニ
罷
在
候
、
卯
之
為
切
米
ト
金
壱
両
壱
歩
、

此
外
か
し
金
三
歩
御
座
候
由

弥
蔵
改
め
孫
十
郎
一
家
は
初
め
狩
川
村
（
庄
内
町
）
に
居
た
が
、
一
年
ぐ
ら
い
し
て
道
形
村
の
開
発
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
万
治
二
亥

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作
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注 寛文 年 月 道方新田村御検地帳 （道形地区文書）による。
知行高は寛文 年 御家中分限帳 （ 肋編 上巻）によるが、犬塚又左衛門は大山藩
士時代のものである。

家臣名 知行高 名請百姓 田 畑 屋敷 計

伴 久 三 郎 ？

安藤定右衛門 石 久右衛門

相 良 平 七 郎 ？ 羽右衛門

金野左次兵衛 ？ 与左衛門

山下忠左衛門 ？

片 山 市 太 夫 石 杢左衛門

宮 川 玄 丹 石 長右衛門

本田治郎兵衛 石 清右衛門

芳 賀 平 四 郎 石 八 兵 衛

角田儀右衛門 石 孫右衛門

杉山七郎左衛門 石 与 十 郎

石沢作左衛門 石 清 兵 衛

犬塚又左衛門 （ 石） 勘 兵 衛

芳賀安右衛門 石 仁 兵 衛

吉 田 利 兵 衛 石 仁左衛門

中 村 七 兵 衛 石 勘 兵 衛

中世古二郎太夫 石 孫 作

野 沢 喜 六 郎 石 六 兵 衛

本田治左衛門 石 三右衛門

東 野 才 三 郎 石 助 次 郎

金井兵右衛門 石 勘左衛門

中 村 権 六 郎 石 半右衛門

清 野 与 兵 衛 石

大渕与惣兵衛 石 五 兵 衛

加藤太左衛門 石 権 七 郎

芝田四郎右衛門 石 作左衛門

杉 山 市 兵 衛 石 加 兵 衛

松宮源太右衛門 石 九左衛門

松 宮 孫 千 代 石 長左衛門

田中藤右衛門 ？ 治 五 助

畝 畝 畝 畝



年
（
一
六
五
九
）
よ
り
道
形
村
の

権
右
衛
門
殿
代
家

に
移
っ
た
と
す
る
。
新
田
の
開
発
や
耕
作
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
寛
文

三
卯
年
分
の
給
金
と
し
て
金
一
両
一
歩
を
受
取
っ
た
ほ
か
に
、
金
三
歩
の
借
金
が
あ
る
と
す
る
。
右
に
出
て
く
る

権
右
衛
門
殿

は
御
家

中
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
寛
文
十
年
の
道
形
村
検
地
帳
に
は
権
右
衛
門
と
い
う
名
前
の
藩
士
は
見
当
ら
な
い
。
ど
う
や
ら
知
行
八

百
石
で
家
老
に
次
ぐ
組
頭
の
役
に
あ
っ
た
松
平
権
右
衛
門
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
（

）
。
弥
蔵
改
め
孫
十
郎
の
一
家
は
御
家
中
が
営
む
代
家
（
代
屋
）

に
住
ん
で
、
新
田
開
発
や
代
屋
に
付
属
す
る
田
地
の
耕
作
に
当
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
道
形
村
に
田
畑
を
数
反
歩
以
上
所
持
し
て
い
る
の
に
屋
敷
を
持
た
な
い
藩
士
が
結
構
み
ら
れ
る
。
水
帳
上
は
屋
敷
を
所
持
し
て
い
な

く
と
も
実
際
に
は
畑
な
ど
を
屋
敷
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
も
一
般
的
に
は
み
ら
れ
た
が
、
寛
文
十
年
の
道
形
村
は
検
地
を
実
施
し
て
屋

敷
反
別
を
確
定
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
屋
敷
を
所
持
し
な
い
者
は
本
当
に
屋
敷
に
相
当
す
る
地
所
を
村
内
に
所
持
し

て
い
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
道
形
村
に
か
な
り
の
田
地
を
所
持
す
る
藩
士
が
村
内
に
屋
敷
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は

道
形
村
に
代
屋
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
宝
寺
村
な
ど
近
隣
の
村
に
代
屋
を
営
み
、
そ
こ
か
ら
道
形
村
の
田
畑
を
耕
作
し
て

い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
鶴
ヶ
岡
の
自
邸
か
ら
耕
作
に
通
う
形
を
と
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

他
方
、
田
畑
を
全
く
所
持
し
な
い
か
少
し
し
か
所
持
し
て
い
な
い
の
に
、
広
い
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
者
も
六
名
ほ
ど
い
る
が
、
道
形
村

に
代
屋
を
置
い
て
、
近
隣
の
村
に
所
持
す
る
田
畑
の
耕
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
更
に
、
例
え
ば
知
行
七
五

石
の
加
藤

太
左
衛
門
は
屋
敷
二
反
七
畝
歩
の
屋
敷
ば
か
り
で
田
畑
を
一
切
所
持
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
屋
敷
に
別
邸
を
建
設
し
下
屋
敷
の
よ
う
に
し

て
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
利
用
は
極
く
少
数
で
、
基
本
的
に
は
手
作
の
た
め
の
土
地
所
持

で
あ
り
、
一
部
手
余
り
地
を
小
作
（
名
田
小
作
）
さ
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
前
期
に
お
い
て
藩
士
た
ち
の
困
窮
が
進
む
中
で
、
こ
の
よ
う
な
田
地
所
持
と
手
作
は
藩
士
に
と
っ
て
か
な
り
魅
力
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
近
世
前
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
都
丸
外
右
衛
門
と
い
う
藩
士
が
書
い
た
年
代
・
宛
先
と
も
不
明
の
書
状

（

）
に
、

新
田
取
沙
汰
御
座
候
者
、
内
々
願
置
候
通
、
拙
者
五
、
六
町
御
取
可
被
下
候
、
必
々
奉
願
候
、
忠
兵
衛
へ
御
相
談
被
成
、
拙
者
組
小
頭
共

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作



（ ）

ニ
被
仰
付
可
被
下
候

と
あ
り
、
新
田
開
発
の
噂
が
あ
る
の
で
、
す
で
に
内
願
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
に
も
必
ず
五
、
六
町
歩
の
土
地
を
確
保
し
て
ほ
し
い
の

で
、
忠
兵
衛
へ
も
相
談
し
て
ほ
し
い
と
す
る
。
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
は
都
丸
外
右
衛
門
は
知
行
二
百
石
で
屋
敷
が
代
官
町
に
あ
っ

た
が

（

）
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
よ
り
万
治
三
年
（
一
六
六

）
ま
で
物
頭
を
勤
め
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
大
横
目
（
大
目
付
）
に

転
じ
た
（

）
。
文
中
に

拙
者
の
組
小
頭
共
ニ

と
あ
る
の
で
、
右
の
書
状
の
時
点
で
物
頭
在
任
中
で
あ
り
、
万
治
三
年
ま
で
の
こ
と
と
み
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
前
年
二
年
頃
か
ら
道
形
村
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
て
多
く
の
藩
士
が
開
発
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
都
丸
が
確
保
し
た
い

と
す
る
新
田
は
道
形
村
で
の
こ
と
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
忠
兵
衛
の
名
前
も
出
て
く
る
が
、
前
出
の
郡
代
高
力
忠
兵
衛
の
こ
と
と

み
ら
れ
、
万
治
年
間
に
は
物
頭
で
あ
っ
た
の
で

（

）
、
都
丸
と
は
同
僚
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
も
か
く
、
藩
士
た
ち
は
田
地
を
所
持
し
て
手
作
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
家
族
や
そ
れ
な
り
の
奉
公
人
を
抱

え
て
、
多
量
の
飯
米
を
必
要
と
す
る
一
方
、
藩
士
た
ち
の
経
済
状
態
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（

）
。
し
か
も
、
庄

内
藩
は
藩
士
の
田
地
所
持
を
禁
じ
て
い
な
か
っ
た
し
、
例
え
ば
後
年
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
も
御
家
中
の
田
畑
取
入
を
奨
励
し
て
い

た
（

）
よ
う
に
、
む
し
ろ
家
臣
た
ち
の
経
済
的
安
定
の
た
め
か
田
地
所
持
を
奨
励
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
、
御
家
中
の
田
地
保

有
と
耕
作
は
単
に
前
代
（
最
上
氏
時
代
）
か
ら
の

遺
制

と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
宝
永
五
年
（
一
七

八
）
二
月
の
時
点
で
（

）
道
形
村
に
お
け
る
藩
士
と
み
ら
れ
る
者
の
田
地
所
持
は
九
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
反
別
も
一
町
歩
余
が
三
名
、
五
反
歩
以
上
一
町
歩
以
下
が
二
名
、
三
反
歩
余
が
一
名
、
一
反
歩
以
下
が
三
名
で
あ
り
、
寛
文
十

年
（
一
六
七

）
に
比
べ
て
人
数
・
所
持
反
別
と
も
大
幅
に
減
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、
寛
文
十
年
か
ら
引
続
き
所
持
し
続
け
て

い
る
の
は
山
下
忠
左
衛
門
な
ど
三
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
間
に
藩
士
は
一
層
の
貧
窮
の
た
め
、
多
く
が
所
持
地
を
手
離
さ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

（

）
。
因
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
、
藩
士
の
田
地
所
持
は
四
名
程
度
と
判
断
さ
れ
る
。
外

に
京
田
役
所
や
酒
田
・
本
間
家
の
所
持
も
み
ら
れ
た
（

）
。



）
国
史
大
辞
典
（

）
四
七
一
頁

（

）
長
谷
川
成
一

弘
前
藩

四
七
頁
、
米
沢
市
史
・
近
世
編

二
七
二
頁
、
小
林
清
治

相
馬
藩
（
第
二
期
物
語
藩
史

第
一
巻
）

（

）
蝉
し
ぐ
れ

な
ど
藤
沢
周
平
氏
の

海
坂
藩

も
の
の
小
説
で
も
下
級
家
臣
の
菜
園
な
ど
の
叙
述
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
庄
内
藩
の
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
朝
日
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ

藤
沢
周
平
の
世
界

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
鶴
岡
市
史

上
巻
二
五
八
頁
、
山
形
県
史

第
二
巻
一
六
三
頁

（

）
大
泉
紀
年

上
巻
（
鶴
岡
市
史
資
料
篇

荘
内
史
料
集

）

（

）
出
羽
国
田
川
郡
・
飽
海
郡
之
内
郷
村
高
帳
（
致
道
博
物
館
酒
井
家
文
書
）

（

）
乙
坂
・
大
津
両
家
は
最
上
家
旧
家
臣
で
、
庄
内
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
上
家
時
代
か
ら
田
地
を
手
作
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作

豊
臣
秀
吉
が
実
施
し
た
太
閤
検
地
等
に
よ
っ
て
兵
農
分
離
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
近
世
期
に
は
基
本
的
に
武
士
は
都
市
に

集
住
し
、
政
治
を
専
ら
担
当
し
て
、
生
産
活
動
に
は
従
事
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
俸
禄
の
少
な
か
っ
た
下
級
武
士
等
が
家
計
補
助
的
に
行
う
菜
園
な
ど
は
広
く
み
ら
れ
た
も
の
の
、
知
行
取
で
あ
る
給
人
（
庄

内
藩
で
は
御
家
中
と
称
す
）
が
地
方
知
行
と
は
別
に
、
農
民
等
に
伍
し
て
田
地
を
所
持
し
て
農
耕
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
辺
境
地
帯
に
位
置

し
た
外
様
の
大
藩
の
場
合
は
と
も
か
く
、
一
般
の
藩
で
は
あ
り
え
ず
、
論
外
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
は
譜
代
藩
で
あ
っ
た
庄
内
藩
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
は
、
か
な
り
広
範
に
御
家
中
が
田
地
を
所
持

し
、
か
つ
手
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
御
家
中
た
ち
が
経
済
的
な
窮
迫
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
と
、
藩
自
体
が
奨
励
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。



（ ）

（

）（

）
小
野
田
新
吉

羽
州
庄
内
故
事
録

巻
之
七
付
録
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
）

（

）
大
泉
紀
年

上
巻
二

六
頁

（

）
三
川
町
史
資
料
集

第
十
九
集
の
解
説
（
本
間
勝
喜
担
当
）

（

）
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
羽
根
田
家
文
書

（

）
寛
文
九
年
四
月

阿
部
興
屋
村
水
帳
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
京
田
地
区
文
書
）

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
一
四
・
二
一
五
頁

（

）
大
泉
紀
年

上
巻
七
四
頁

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
一
五
頁

（

）
山
形
県
史
資
料
篇

肋
編

上
巻
一
七
九
頁

（

）
大
泉
紀
年

上
巻
一
七
九
頁

（

）（

）
大
泉
紀
年

中
巻
（
荘
内
史
料
集

）
一
六
二
頁
、
な
お

酒
田
町
奉
行
一
覧
（
酒
田
市
史

改
訂
版

上
巻
）
に
乙
坂
六
左
衛

門
の
名
前
が
見
当
ら
な
い
。

（

）

肋
編

上
巻
三
一
八
頁

（

）
大
泉
紀
年

下
巻
（
荘
内
史
料
集

）
五
頁

（

）
諸
士
分
限
帳
（

肋
編

上
巻
）

（

）

肋
編

下
巻
三
九
頁
、
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
一
五
頁

（

）

肋
編

下
巻
一
五
一
頁
、
大
泉
紀
年

上
巻
二
六
九
・
二
七

頁

（

）

肋
編

下
巻
一
五
二
頁
、
大
泉
紀
年

上
巻
二
七

・
二
七
一
頁

（

）（

）
林
崎
地
区
文
書
（
京
田
地
区
文
書
）

（

）
註
（

）
に
同
じ

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
一
五
頁

（

）
山
形
県
史

第
二
巻
一
六
三
頁

（

）
安
倍
親
任

筆
濃
餘
理
（
下
巻
）
で
も
領
地
と
記
し
て
い
る
。

（

）
高
田
地
区
文
書
（
京
田
地
区
文
書
）

（

）

肋
編

下
巻
三
九
・
四

頁



（

）
羽
根
田
家
文
書

（

）
は
す
ぬ
ま
び
ん
ご
は
寛
永
十
九
年

大
山
御
検
地
御
水
帳
之
内
古
荒
写
（
国
立
史
料
館
大
滝
家
文
書
）
に
よ
る
。

（

）
高
力
・
須
山
両
人
は

達
三
公
御
代
諸
士
分
限
帳
（

肋
編

上
巻
）
に
よ
る
、
本
田
（
多
）
忠
左
衛
門
は
寛
文
十
一
亥
年

御
家
中
分
限
帳
（
同
上
）

に
よ
る
。

（

）
羽
州
庄
内
故
事
録

巻
之
七
付
録

（

）
庄
内
高
帳
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
）

（

）
三
川
町
史
資
料
集

第
十
一
巻
、
寛
文
九
年
の
一
斉
水
帳
改
め
の
結
果
を
受
け
た
数
値
と
み
ら
れ
る
。

（

）
大
泉
紀
年

中
巻
一
二
二
頁

（

）
大
泉
紀
年

上
巻
七
二
頁

（

）
中
野
新
田
村
は
竹
内
十
太
夫
が
明
暦
三
年
に
開
発
し
た
と
す
る
（
山
形
県
の
地
名

八
四
一
頁
）。

（

）
寛
文
十
一
年

御
家
中
分
限
帳
（

肋
編

上
巻
）
に
よ
る
。

（

）
庄
内
御
郡
御
高
辻
調
帳
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
東
沼
・
三
光
院
文
書
）

（

）
福
田
地
区
文
書
（
京
田
地
区
文
書
）

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

一
九
七
頁

（

）
寛
文
十
一
年

御
家
中
分
限
帳

（

）
拙
著

酒
井
備
中
守
忠
解
と
大
山
藩

一
五
六
頁

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

三
九
六
・
三
九
七
頁

（

）
大
泉
紀
年

下
巻
三
三
頁

（

）
末
松
一
件
高
力
忠
兵
衛
手
扣

三
（

肋
編

下
巻
）

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
八
五
頁

（

）
大
泉
紀
年

下
巻
一
九
七
頁

（

）
大
泉
紀
年

下
巻
三
一

頁

（

）
大
泉
紀
年

下
巻
三
一
三
頁

（

）
余
目
町
史
資
料

第
一
号
一
一
頁

（

）
知
行
高
は
延
宝
六
年

諸
士
分
限
御
改
帳
（
大
泉
紀
年

下
巻
）
に
よ
る
。

（ ） 近世前期庄内藩 御家中 の田地保有と手作



（ ）

（

）
本
間
家
土
地
文
書

第
一
巻
一
二
九
・
一
三

頁

（

）
口
上
書
（

肋
編

下
巻
八
八
三
頁
）

（

）
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
文
書
、
な
お
下
書
で
あ
る
。

（

）
拙
稿

江
戸
時
代
の
道
形
村
（
仮
題

道
形
の
あ
ゆ
み

第
一
章
予
定
）

（

）
道
形
地
区
文
書
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
）

（

）
大
泉
紀
年

中
巻
一
三
四
頁

（

）
大
泉
紀
年

中
巻
一
三
六
頁

（

）
寛
文
十
一
年

御
家
中
分
限
帳

（

）
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
文
書

（

）
寛
文
十
一
年

御
家
中
分
限
帳

（

）

肋
編

上
巻
六
二
九
頁

（

）
新
編
庄
内
人
名
辞
典

二
八
五
頁

（

）
正
保
年
間
の
頃
か
ら
御
家
中
の
士
の
困
窮
が
顕
著
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る（
例
え
ば

大
泉
紀
年

上
巻
一
九
六
頁
を
参
照
）。

（

）
羽
黒
町
史

上
巻
七
一
九
頁

（

）
堂
形
村
御
水
帳
反
別
（
道
形
町
内
会
長
保
管
文
書
）

（

）
例
え
ば
、
本
田
治
左
衛
門
は
困
窮
の
た
め
藩
よ
り
金
四
百
両
を
拝
借
し
た
も
の
の
、
延
宝
五
年
に
改
易
と
な
っ
た
（

肋
編

上
巻
七
七
四
頁
）。

（

）
道
形
村
水
帳
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
道
形
地
区
文
書
）


